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1　目的

　本論文では，映画『シン・ゴジラ』のレビュー記事に対して計量的分析を行うことで，『シン・ゴジラ』
を観客はどのような視点から観たのか，何に観客が着目したのかについて検討する。
　筆者は以前，当時の最新作であった『ゴジラファイナルウォーズ』（2004年公開）までのシリー
ズ全 28作品 1）を，主に武力・軍隊の描かれ方の変遷という視点から概括したことがあるが（林
（2008a），林（2008b）），これはエンターテインメント作品は，その折々に人々が観たいと望むも
のを描き出しているという観点に立ってのことである。2016年に公開された『シン・ゴジラ』は，
同年封切りの『君の名は。』と伴に，この年の大ヒット作として大いに話題になった。日本製のシリー
ズ作品としては 29作目になる 2）。
　高田（2010）は「「多くの視聴者を魅了する映像作品・文学作品」こそが現代の神話」であるとして，
エンターテインメント作品の持つ価値観を物語構造分析の手法をもって明らかにすることを提起し
ている。この手法は作品が持つ価値観を，作品を内在的に分析していくことで明らかにする手法で
ある。先の筆者の論文は物語構造分析の手法を用いたものではなかったが，やはり作品の描いた内
容を検討していくことでそこに描かれている価値観を明らかにしようというものであった。
　しかしこうした方法を取る場合，その前提として，あるいは予備的資料として鑑賞者自身がその
作品をどのように観たと感じているのか，についての知見は必要である。当然の事ながら，その知
見が示すものは，例えば物語構造分析の手法をもって明らかにされるものと一致するとは限らない。
作品の鑑賞者がその作品の面白さとして意識した部分が，その作品が内包する価値観であるとは限
らないからだ。というよりもそこに齟齬がある場合，あるいは全く互いが関連し合わない場合にお
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いてこそ，その「神話」が内包する価値観を明らかにする必要があるだろう。そのためにも，鑑賞
者自身がその作品をどのように観たと語っているのかについての知見は必要なものである。
　本論では作品を鑑賞者がどのように観たのか，何に着目したのか，言い換えるならば鑑賞者は自
覚的には何を観，何に着目したと理解しているのかを明らかにすることを目的とし，その方法とし
て，鑑賞者自身が執筆したレビュー記事を対象とし，それを計量的に分析することで検討しようと
いうものである。対象作品として『シン・ゴジラ』を選定したが，これは『シン・ゴジラ』が近年
の大ヒット映画のひとつであり，かつ筆者自身が以前よりゴジラシリーズに関心を持っていたため
でもあるが，分析方法については，『シン・ゴジラ』に限らずあらゆる作品に適用出来るものを探
りたいという関心のもとに検討をするものである。

2　分析対象と方法

　分析対象のデータとして，映画情報サイトである映画 .comで公開されている『シン・ゴジラ』
のレビュー記事を用いた。
　映画 .comのレビュー記事は，同サイトで無料の会員登録をした利用者が自由に書き込めるよう
になっている。レビュー記事は「題名」と「本文」からなり，その他に「評価」「印象」「鑑賞日」「鑑
賞方法」を記入することが出来るようになっている。
　題名の入力欄には「作品を見た気分を一言」という但し書きが入力の際のガイドとして表示され
るようになっている。本文は改行等自由に記入できるようになっているが，5000文字以内という
制限が設けられている。評価は五つ星で表すようになっているが，0.5から 5まで 0.5刻みで評価
出来るようになっている。また，評価しないことも出来る。
　2017年6月28日現在登録されていたレビュー記事を取得した。記事の本数は1300件であったが，
そのうちの 10件には評価の値が記入されていなかった。分析に際して記事の分類に評価値を使用
したため，この 10件については分析対象から除外した。
　データの中に鑑賞日が「2016年 1月 31日」と「2017年 7月 24日」というものがあった。『シン・
ゴジラ』の封切り日は 2016年 7月 29日であるが，鑑賞日については記事執筆者が任意に設定出
来るので，何らかの入力ミスと考えられる。今回の分析では鑑賞日は分析対象の変数としていない
ので，これらふたつのレビュー記事についても分析対象として含んだ。
　『シン・ゴジラ』の DVD・ブルーレイディスクの発売は 2017年 3月 22日であったが，記事執
筆者の半数以上は映画館での鑑賞に基づいたレビューであった（表 1）。
　また，投稿は，858件が iPhoneアプリ又は Androidアプリから投稿されていて，その他にスマー
トフォンからの投稿が 148件となっている。約 76.8％がスマートフォン或いはタブレット端末か
ら入力されており，PCの使用は約 22.7％であった。残りの 0.5％はフィーチャーフォンからの投
稿である。
　分析には Rを用いた（ヴァージョンは 3.5.0）。形態素解析の処理にはmecab並びに RMeCabパッ
ケージ（ヴァージョン 1.0）を使用した。mecabのヴァージョンは 0.966，ipadic辞書を利用したも
のを使用した。また，対応分析に際しては，R用の FactoMineRパッケージ（ヴァージョン 1.41）
を用いた。
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　分析に先立ち，データの中に含まれる半角文字の全角文字への変換を行った。各レビュー記事本
文内の改行は削除した。また，レビューの題名は，本文とは別の入力欄に入力するようになってい
るが，先述の通り「作品を見た気分を一言」という言葉が入力欄に添えられており，作品に対する
鑑賞後の印象，感想を直截に記述しやすいものになっている。その意味では本文とは別に分析を行
う可能性も示唆されるが，今回は，題名から本文は継続的に記述される，或いは展開されるものと
して，題名を本文と区別せずに，本文冒頭に句点で区切られた一文として付け加えた。
　mecabは ipadic辞書を使用したが，全データを対象とした事前の予備的な形態素解析を行った
結果から，以下の 9つの単語をユーザー辞書に追加で登録した。
　まず，『シン・ゴジラ』の総監督の姓である「庵野」はしばしば登場するが「庵」「野」と分離し
て数えられるためこれを一単語とした。庵野は人気アニメである「エヴァンゲリオン」シリーズの
演出・監督を行っているためこの作品への言及も多いが「エヴァンゲリオン」「エヴァンゲリヲン」
「エヴァ」と多様な形で言及されるため，この 3語についてもユーザー辞書に登録し，原形を「エ
ヴァンゲリオン」とした。また，アニメ『風の谷のナウシカ』に登場する「巨神兵」もしばしば登
場する語であったが 3），「巨神」と「兵」の二語になるため「巨神兵」として辞書に登録した。作
品タイトルである「シン・ゴジラ」も「シン」「ゴジラ」と判断されるため，一語とし，また「シ
ンゴジラ」という表記をする執筆者も居たため「シンゴジラ」として登録し，原形を「シン・ゴジラ」
とした。他に，主要登場人物を演じた石原さとみへの言及が頻出するのだが，「石原」と「さとみ」
とに分かれて判断されるため「石原さとみ」を一語として登録した。主演を演じた長谷川博己も同
様の扱いとした。他の出演者については登場する頻度が多くなかったため，ユーザー辞書への登録
は行っていない。

表 1　鑑賞方法の内訳
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3　結果及び考察

3.1　頻出語について
　分析対象とした全レビュー記事を mecabを用いて形態素解析を行った結果，総語数（延べ語数）
は 238949語，異なり語数は 28923語となった（以降形態素ではなく単語，或いは語と称する。形
態素を単語と称することについては小林（2017）に依る）。尚，異なり語数は表層形ではなく原形
で計数している。
　今回はレビュー記事の内容について検討するため，内容語として名詞・形容詞・動詞に着目し，
これらのみを抽出したところ，名詞は総語数 76712語・異なり語数 7730語，形容詞は総語数 5945語・
異なり語数 321語，動詞は総語数 28746語・異なり語数 1863語となった。
　動詞は，1863種類の語が見出されたが，出現頻度で見ると頻度の多いものから 14単語（「する」
「いる」「ある」「思う」「れる」「なる」「見る」「てる」「観る」「感じる」「言う」「せる」「られる」
「くる」）で動詞全体の総語数の約 52％を占めていた（総語数 28746語に対して，14単語の出現頻
度の合計は 14819回）。これらの単語は映画のレビュー記事に限らず一般的に出現し易い単語であ
る。ある程度作品に対する評価的なものを表すと考えられる「楽しめる」が出現頻度で 26位に現
れるが，そこに至るまでも「できる」「出る」「しまう」等一般的な動作を表す単語が続く。そのた
め，今回の分析では動詞は除き，名詞と形容詞のみを対象とすることとした。
　出現頻度 100回以上の名詞と形容詞 95語を表 2に示した。但し，「の」「こと」のようなその単
語自体では意味を取りにくい非自立語や接尾語，「1」「2」と言ったその単語単体では何の数値を
表しているのか解釈できない数詞については除いている。その結果レビュー全体としては，総語数
は 65637語，異なり語数は 7764語となったが，7764語中の 95語（約 1.2％）で，総語数 65637
語の約 38.8％である 25451語となった。
　映画『シン・ゴジラ』に関するレビュー記事であるので，「ゴジラ」「映画」と言った語が頻出
語の上位に挙がるのは順当な事であろう。ゴジラシリーズは日本を代表する特撮怪獣映画であり，
1954年の第 1作より続くシリーズであるが，日本で作られた作品としては 2004年『ゴジラファ
イナルウォーズ』以来 12年振りであり，一方，本作の 2年前の 2014年 7月にはアメリカ映画の
『Godzilla』が日本国内でも公開され話題になっている。「ハリウッド」「アメリカ」「邦画」と言っ
た単語が挙がるのはこのこととの関連も考えられる。「日本」についても同様の文脈が考えられるが，
一方で「日本人」という語も頻出しており，異なる文脈も伺わえる。
　「シン・ゴジラ」は映画のタイトルであり，言及は当然多くなると思われるが，「ゴジラ」と較べ
るとその出現頻度は低い。『シン・ゴジラ』があくまでも「ゴジラシリーズ」の一環として語られ
ていることが想定される。
　「エヴァンゲリオン」も頻出語上位に位置しているが，これは 1995年にテレビ東京系で第 1作
である『新世紀エヴァンゲリオン』が放映され，今もなお映画作品が製作され続けている人気アニ
メ・エヴァンゲリオンシリーズの演出・監督である庵野秀明が，本作の総監督と脚本を担当してい
ることと関連していると考えられる。
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　「良い」「面白い」と言った作品に対する評価を表すと考えられる語が上位に挙がるのは順当なこ
とと考えられる。但し，これは原形による集計なので，作品に対する肯定的な評価を意味している
わけではない。
　出演した俳優陣の中では，「石原さとみ」の名だけが，出現頻度 100位以上に登場している。鑑
賞者の印象に残る演技であったことが推察される。
　「政府」「政治」「自衛隊」「破壊」「東京」「災害」「会議」等の単語が上位に出現するのは，この作品が，
ゴジラに襲われた日本・東京と，その対策に奔走する日本政府の官僚の姿を描いたものであるため
であろう。
　次に共起ネットワークによって出現頻度の高い単語の意味を検討する。対象を名詞に限定しつつ，

表 2　出現頻度 100 回以上の単語（名詞・形容詞のみ、数詞・非自立語・記号を除く）
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隣接して共起する単語の組み合わせを求めたものを，表 3に，出現頻度 30回以上の条件で示した。
　これを元に共起ネットワークとしてグラフ化したものが，図 1である。
　「ゴジラ」を中心に，「今 -作」「今 -ゴジラ」「初代 -ゴジラ」「ゴジラ -シリーズ」「ゴジラ -作品」
「日本 -ゴジラ」「ハリウッド -版 -ゴジラ」と言った単語が関連していることが見て取れる。今回
の『シン・ゴジラ』がこれまでのゴジラシリーズ，アメリカ版のゴジラとの対比の中で語られてい
ることが分かる。「1-9-5-4-年」のつながりも初代ゴジラの公開年である 1954年を指していると考
えられる。「ヤシ -オリ -作戦」「在来 -線 -爆弾」は映画の中で用いられるゴジラ対策の作戦名で，
これらの作戦が鑑賞者に強い印象を与えたと思われる。「政治 -家」「日本 -政府」「今 -日本」は，
今作がゴジラに対する日本政府・官僚・政治家の対応を中心に描いていることで言及頻度が高くなっ
ていると考えられる。「原発 -事故」「現代 -日本」「自然 -災害」等現実の災害と関連付けて映画を
論じている可能性をうかがわせる。総監督である庵野秀明への言及も多い。「個人 -的」については，

表 3　出現頻度 30回以上の 2-gram（名詞のみ）
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その具体的な内容をレビュー本文に戻って確認したところ，「個人的に」「個人的には」「個人的な」
という使われ方が主で，自分の見解，意見が，自分個人のものであることを言うために用いられて
いた。映画レビューではあっても，プロの評論家によるものではなく，一般の鑑賞者によるもので
あり，また，ネット上に公開され不特定多数の読者の目に触れるものであることから，「これはあ
くまでも自分の個人的な見解である」ということを強調しようとしていることが見て取れる。
　ここまでの頻出語の検討をまとめると，先ず分かるのは，映画『シン・ゴジラ』がゴジラシリー
ズのひとつとして語られているということである。ゴジラは日本のみならず米国でも製作されてお
り，それも含めた作品群の中の一作品として観られているということである。
　また，『シン・ゴジラ』の総監督は庵野秀明であり，庵野は，1970年代の『宇宙戦艦ヤマト』，
1980年代の『機動戦士ガンダム』と並んで後のアニメに多大な影響を与えたと評される 4）『新世紀
エヴァンゲリオン』の監督である。庵野の代表作である「エヴァンゲリオン」との対比においても
『シン・ゴジラ』は語られている。

図 1　名詞の共起ネットワーク
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　映画の内容に関連しては，ゴジラという「災害」に見舞われた東京・日本で，日本政府の官僚・
政治家がこの事態にどのように対処していくのか，と言うのが『シン・ゴジラ』のメインのストー
リーラインであるが，レビューの執筆者も又，その部分に強く訴求したことが分かる。又，その中
で用いられた対ゴジラ作戦である「在来線爆弾」「ヤシオリ作戦」が高い関心を買っている。
　登場人物に関しては，多くの出演者の中で，石原さとみの演技が強い印象を残したことが分かる。

3.2　評価値別レビュー記事の検討
　先述した通り，今回分析対象としたレビュー記事には，10段階の評価値が付いている。評価値
は 0.5から 5まで 0.5刻みで，数値の大きい方が高い評価を示している。
　今回のデータについて，評価値別のレビュー記事本数の内訳は表 4となっている。最頻値は 5.0
で全体の 27.3％，次いで 4.0で全体の 21.7％，評価 4.0以上で全体の 66.5％を占めている。全般的
に高い評価を得ているように見える。但し，Yahoo!映画のレビューデータ 1183970件を分析した
吉永・水谷（2015）では，レビュー記事全体の 31.5％を総合評価 5（Yahoo!映画の場合，評価は
1から 5までの 1刻みの 5段階評価）を占め，4が 27.8％，両者を合わせて 59.3％を占めるという
結果が出ている。レビュー記事の執筆者は比較的高く評価している作品についてレビューを書くと
いうのが一般的傾向であることが示唆されるもので，『シン・ゴジラ』のレビュー記事も同様の傾
向を示していると理解した方がいいだろう。
　前節では分析対象としたレビュー記事全体を込みにした頻出語に基づく検討を行ったが，対象と
なる映画の評価に応じて，レビューの論点が異なっていることが考えられる。そこでここでは，評
価値毎にレビュー記事をまとめた 10個の文書を作成した上で，文書ターム行列を作成し，これに
対応分析を適用することで，その内容を検討した。
　文書ターム行列作成に当たって単語については名詞・形容詞に限定し，その内の数詞・非自立語・
接尾語については除外した。
　また単語の出現頻度は全文書を通して合計 100以上の単語のみを対象とした。その結果 95個
の単語が抽出された。この 95語の文書を込みにした出現頻度は 25379語で，総語数 238949語の

表 4　評価値別レビュー記事数
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10.6％に当たる。数詞等を除いた名詞・形容詞のみの総語数は 65637語で 95語でこの 38.7％に当
たる。
　この文書ターム行列で対応分析を行った結果の第 1軸と第 2軸でのバイプロットが図 2である。
図中では，評価値 0.5のレビュー記事は「評価 05」，1.0のレビュー記事は「評価 10」，以下，評価
値 4.5は「評価 45」，評価値 5.0は「評価 50」としてプロットされている（以下の記述でも，プロッ
トに使用されている呼称を用いる）。第 1軸は固有値 0.027，第 2軸は固有値 0.016で，1軸は全慣
性の約 33.9％，2軸は 19.9％，2軸までで全慣性の約 53.8％を表している。
　先ず第 1軸に着目すると，評価の高低に沿った軸と理解できる。1軸に対する単語の寄与度にお
いては，評価値では「評価 50」「評価 10」「評価 30」「評価 05」「評価 20」が高く，評価の高低が
軸に寄与していることが分かる。単語では「最高」「評価」「無い」「素晴らしい」「悪い」「日本」「会議」
「日本人」等の寄与度が相対的に高いが，「評価 50」の側に「最高」「素晴らしい」「日本」「日本人」が，

図 2　文書ターム行列の対応分析の結果（Dim 1　Dim 2）
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「評価 10」「評価 30」「評価 05」「評価 20」の側に「評価」「無い」「悪い」「会議」等が位置している。
　第 2軸では，寄与度の相対的に高い単語としては「評価」「映画」「感じ」「面白い」「人」「最高」
「破壊」「政府」「ファン」「無い」「大人」等が挙げられるが，「評価」「映画」「人」「最高」「ファン」
「無い」が図 2では上方に，「感じ」「破壊」「大人」は下方に位置している。評価値では寄与度の高
いものとしては，下方には「評価 45」「評価 35」，上方には「評価 50」「評価 05」が位置している。
ここではこの軸を，主に単語の布置から，相対的に作品全体に対する言及か，映画のストーリー上
の具体的な部分や内容に関するものか，に関する軸と解しておく。
　図 2からは，評価 05・評価 10・評価 15のまとまり，評価 20・評価 25・評価 30のまとまり，
評価 35・評価 40・評価 45のまとまり，評価 50と 4つの群を想定する事が出来る。評価 05・評価
10・評価 15を低評価群，評価 50を高評価群，評価 20・25・30は中程度の中の低い評価群として
中低評価群，評価 35・40・45のまとまりを中高評価群と呼ぶこととする。
　低評価群の周辺には「ファン」「無い」「評価」等が位置しているが，作品の具体的な部分への言
及が少ないことが示されていると考えられる。中低評価群周辺には「シーン」「エヴァンゲリオン」
「アメリカ」「リアリティ」「演出」「CG」「ストーリー」等が位置している。エヴァンゲリオンや米
国版ゴジラ等に言及しつつ演出，ストーリー，CG等について論じていると考えられる。中高評価
群周辺には「迫力」「政府」「リアル」「最後」「攻撃」「政治」「展開」「自衛隊」「東京」「ハリウッド」
等が位置しており，相対的に作品ストーリーの内容に言及する傾向が窺われる。高評価群の周辺に
は，「初代」「邦画」「姿」「シン・ゴジラ」等が位置している。低評価群，高評価群のレビューでは，「作
品」自体を言及対象としてのその良し悪しを論じるのに対して，中程度の評価を与えているレビュー
は映画の演出，CG，同監督の他作品や米国版との比較や，ストーリー上の具体的な内容，登場人
物等について論じる傾向があることが示唆される。特に中高評価群のレビューは作品内容に具体的
に触れつつレビューを行っていると考えられる。

4　まとめと展望

　本論文では，映画『シン・ゴジラ』のレビュー記事にテキストマイニングの手法を用いて計量的
な分析を行い，レビュー記事が『シン・ゴジラ』を語る際にどのような部分に着目しているかの検
討を行った。分析に使用したレビュー記事全体を通しての頻出語の分析からは，『シン・ゴジラ』
が長く製作され続けてきているゴジラ作品群のひとつとして観られていることが示唆された。また，
同じ監督の作品であるアニメ・エヴァンゲリオンシリーズとも対比されつつ観られたことが示され
た。映画の内容については，主たるストーリーラインに沿って観客も映画を評価しているが，作品
の中で用いられた「作戦」が観客の関心を引いたことが示唆された。
　レビューアーが記事と同時に『シン・ゴジラ』に与えた 10段階の評価値を用いて，評価値を変
数とした文書ターム行列の対応分析からは，高い評価値の記事，低い評価値の記事に比較して中位
の評価を与えている記事はより具体的な部分を挙げつつ論じているが，中程度の評価の中でも低い
評価を与えた記事は作品の演出やエヴァンゲリオンとの比較等について触れる傾向が強く，中程度
の評価の中でも高い評価を与えた記事は作品の内容について触れている傾向が強いことが示唆され
た。作品を論じるに当たって，作品総体をシリーズや関連作品，邦画・洋画の枠組みの中に位置づ
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けて論じる論じ方と，作品の具体的な内容を挙げつつ論じる論じ方があることが見出された。特に，
低評価・高評価の群に比較して，3.5，4.0，4.5という評価を与えているレビュー記事は，より作
品のストーリー上の具体的な内容に言及している可能性が示唆されたが，この評価群のレビュー記
事のより詳細な分析は，記事執筆者が『シン・ゴジラ』という作品のどのような部分に対して，ど
のような肯定的或いは否定的な意味付けを行っているかを見いだせると思われる。今回はその検討
に手を付けられなかったが，今後の課題としたい。

注

1） もともと『ゴジラ』はシリーズ物として企画されたものではないが，第 1作以降，時に間を置きつつもゴ

ジラを主要登場人物として据えた映画は作られ続けている。ここではそれらの作品をまとめて呼ぶ時にはゴ

ジラシリーズと呼ぶことにする．

2） この間，2014年に米国映画の『Godzilla』（日本語タイトルは『GODZILLA ゴジラ』）が公開されている．
3） 庵野は 2012年の夏に東京都現代美術館で開催された「特撮博物館―――ミニチュアで見る昭和平成の技」

の「館長」を務めたが，その中で『シン・ゴジラ』の監督・特技監督である樋口正嗣による映画『巨神兵東

京に現わる』が上映されている）

4） Wikipedia 「新世紀エヴァンゲリオン」https://ja.wikipedia.org/wiki/新世紀エヴァンゲリオン , （2018年 8月

14日確認）
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